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1. はじめに 

 「高知 CST（コア・サイエンス・ティーチャー）

養成・活動事業」は、小・中学校教員の理科教育

における指導力向上を図ることを目的として、高

知大学と高知県教育委員会が連携し、養成プログ

ラムの開発・実施や地域の理科教育における拠点

の構築・活用などを通じて、学校や地域の理科教

育において中核的な役割を担う教員を養成する

ものである。 

 高知県では、CST 養成プログラムの中に、修士

課程大学院生を対象とした初級 CST コースも設

置されている。本発表では、その中でも特に理科

授業力・理科指導力の向上を図ることを目的とし

て開設されている「実習・演習コアカリキュラム」

について、授業研究を中心とした実践内容と受講

を通して学んだこと、見つけた課題の報告を行う。 

 

2. 実習・演習コアカリキュラム 

 高知CST養成プログラムで開設されている「実

習・演習コアカリキュラム」は、「小中学校理科

実験演習Ⅰ」、「小中学校理科授業研究」、「小中学

校理科特別実習」、「小中学校理科教材開発演習」、

「先端研究を探る」で構成されている（表 1）。小

中学校理科実験演習と小中学校理科教材開発演

習を除く、他 3 つの授業は現職教員と共に大学院

生が受講し、互いの意見交換等を行うことができ

るといった特徴がある。 

表 1 実習・演習コアカリキュラムの概要 

小中学校 

理科実験演習Ⅰ 

（24 時間） 

大学院での講義・実験 

小中学校 

理科授業研究 

（48 時間） 

拠点校での授業観察・ 

研究協議 

小中学校 

理科特別実習 

（48 時間） 

拠点校での授業実践・ 

研究協議 

小中学校 

理科教材開発演習 

（24 時間） 

大学院での講義・実習 

先端研究を探る 

（12 時間） 
4 つの連携機関を訪問 

本カリキュラムでは、主に高知大学または高知

県教育センターでの講義・実習を通して、理科実

験に関する基礎知識やスキル、理科・社会・科学

研究の関連性についての知識を習得し、更に CST

拠点校(CST 活動を実施する県内の小中学校)にお

ける授業観察・実践を通して理科授業作りに必要

な能力の高度化を図る。授業観察・実践について

は、その授業時間の前後に研究協議が行われ、新

たな観察の視点の習得や指導観に対する質問・理

解に時間をかけていく形態をとるのが特徴であ

る。 



 また、高知県内の研究機関や民間企業に出向き、

研究者へのインタビュー、担当者とのディスカッ

ションなどを通じて、理科教材開発や理科教科指

導等に役立つような研究マインドを養う等、実

習・演習コアカリキュラムは、大学院各専攻の通

常カリキュラムにはない授業実践型・授業研究型

の授業であると言える。 

 

3. 実習・演習コアカリキュラムを受講して 

 実験・演習コアカリキュラムを受講して、授業

観察をする際の視点の持ち方や学習指導案を作

成する際の指導観に対する考え方がどのように

変わったのか、また、授業実践・研究協議を通し

て学んだことや気づいたことを以下に示す。 

3-1. 授業研究（協議）を受けて 

 実際に授業実践を行う｢小中学校理科特別実

習｣を受講するに先立って「小中学校理科授業研

究」を受講し、CST 拠点校における CST による

研究授業を 4 回（小学校で 2 校、中学校で 2 校）

に渡って観察した。ここでは、授業者が中心とな

って授業前に学習指導案の検討を行い、指導観や

授業目標の設定についての説明をする。観察者は

それに沿って授業観察の視点を定め、その視点に

基づき教師の支援、児童・生徒達の活動を観察す

ることで授業作りのポイントを学ぶ。また、観察

時には詳細な授業記録をとり、研究協議の材料と

して批判的討議を行った。授業後の協議の中で習

得した授業作りのポイントについて以下に示す： 

・児童・生徒が課題を自らの問題意識として捉え

ているか 

・児童・生徒間の視点の共有はできているか 

・授業が児童・生徒の思考の流れ、ペースに合わ

せて進んでいるか 

3-2. 学習指導案の作成について 

大学院生を対象とする初級コースでは、一つの

授業で用いる学習指導案の作成に多くの時間と

労力を費やすことが特徴である。指導案の作成に

あたり、実施単元の系統性、単元内容への深い理

解、教材づくり、評価のポイント、予備実験等に

ついての講義を受講した。これらの講義を基に指

導案を作成し、CST 特認講師や現職教員との意見

交換をしながら吟味と修正を何度も繰り返し、授

業観察で習得した様々な視点を盛り込んだ授業

を構成した。この入念な作業の中で、授業に対す

るイメージの鮮明化が図られ、指導に拘りができ、

明確な指導観のある授業を構成することができ

た。 

3-3. 授業実践を通して 

実際に拠点校（中学校）での授業実践を行い、

これまでの講義で学んだ学習指導案の書き方や

目標の設定の仕方、教材の使い方の工夫を意識し

た授業を行うことで、改めてその重要性を知り、

理科授業に対する考え方を深めることができた。

授業実践、事後研究を通して習得した点・見えて

きた課題について以下に示す： 

・明確な指導観を設定することによって、それに

基づいて設定される目標、発問、授業のまとめ、

評価の観点などに一貫性が表れる。 

・授業者の必要以上の手立てや、動きがスムーズ

な授業の流れや生徒の思考を妨げること。 

・手立てに明確な意図を持たせることの重要性。 

これらに加えて、自身の作成した授業計画をも

とに現場で授業を行い、授業観察者と共に協議す

ることは、授業実践に即した CST 養成プログラ

ムならではの体験であると考えられる。 

 

4. まとめ 

高知 CST 養成プログラムを受講し、理科授業

に対する新たな考え方、様々な視点を習得するこ

とができた。そして何より、実際の学校現場での

経験を積むことで、実践に即した授業の仕方を学

ぶことができた。今後は、このプログラムを受講

して学んだことを更に実践的な場所で発揮し、研

鑚を積んでいきたい。 


